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市の駐車施設における使用料
維持管理費を上回る収益を
上げようとすることへの説明は

都が中小企業・小規模企業振興条例を
制定したことを受けて、本市でも
条 例 制 定 を 検 討 す る 考 え は

国民健康保険特別会計への
繰入れをゼロとすることに伴う
未納金は最終的に誰が補うのか

一定の収益等も視野に入れることで
駐車施設に係る一連の課題の
解 決 を 図 る こ と と し た

関係団体と有効性に関する検証を
行 う な ど 、 必 要 な 対 応 を
図っていきたいと考えている

都 の 基 金 か ら 借 り る か
一般会計からの法定外繰入れで
市 が 負 担 す る こ と と な る

兄

弟

姉

妹

が

別

々

の

保
育
所
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
は

多
磨
駅
周
辺
地
区
に
お
け
る

バ
ス
路
線
の
整
備
に
関
す
る
方
針
は

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
補
助
制
度
を

新

設

す

る

考

え

は

な

い

か

転
所
の
申
込
み
を
し
て
い
た
だ
き

定

員

に

空

き

が

あ

れ

ば

再

度

利

用

調

整

を

行

っ

て

い

る

将
来
に
わ
た
っ
て
利
便
性
の
高
い

利
用
環
境
を
維
持
し
て
い
き
た
い

全
国
市
長
会
へ
要
望
を
行
っ
て
い
る
ほ
か

他
市
の
状
況
を
調
査
・
研
究
し
て
い
る

目
黒

重
夫

議
員（
共
産
）　
手
数

料
・
使
用
料
の
見
直
し
に
関
す
る

基
本
方
針
（
改
定
案
）
に
お
い
て
、

市
か
ら
駐
車
施
設
の
有
料
化
に
関

す
る
具
体
案
も
提
出
さ
れ
た
が
、

駐
車
施
設
の
利
用
者
負
担
割
合
を

１
０
０
％
に
し
た
理
由
は
。

政
策
総
務
部
長
　
民
間
に
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
が
あ
る
か
ど
う
か

結
城

亮

議
員（
共
産
）　
市
全
体

の
商
店
街
の
景
況
が
衰
退
傾
向
で

あ
る
と
言
わ
れ
る
中
、
市
は
商
店

街
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
効
果
が

実
証
さ
れ
て
い
る
施
策
を
検
討
す

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
面
で
も
配
慮

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
負
担

割
合
を
１
０
０
％
と
し
た
。

議
員
　
市
は
こ
れ
ま
で
、
受
益
者

負
担
と
い
う
考
え
の
も
と
、
駐
車

施
設
の
維
持
管
理
費
に
係
る
１
０

０
％
の
使
用
料
を
取
る
と
説
明
し

て
き
た
が
、
改
定
案
で
は
、
そ
れ

を
上
回
る
収
益
を
上
げ
よ
う
と
し

て
い
る
。
市
は
こ
の
内
容
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。

政
策
総
務
部
長
　
受
益
者
負
担
の

適
正
化
の
ほ
か
、
一
定
の
収
益
等

も
視
野
に
入
れ
た
有
効
活
用
の
視

点
な
ど
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

駐
車
施
設
に
係
る
長
時
間
利
用
や

目
的
外
利
用
な
ど
の
一
連
の
課
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

他�

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
で
学
校
図
書

館
は
ど
う
な
る
か

る
べ
き
と
考
え
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
で
約
１

０
０
の
自
治
体
が
、
商
店
街
の
個

人
店
舗
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
際

の
助
成
制
度
を
設
け
て
い
る
と
聞

く
が
、
本
市
で
も
、
こ
の
よ
う
な

制
度
の
導
入
を
検
討
す
る
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
　
平
成
30
年
度
か

ら
は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗
解
消

と
創
業
支
援
も
含
め
た
地
域
資
源

活
用
商
店
街
活
性
化
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
必
要
と
な
る

支
援
を
見
極
め
、
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

議
員
　
都
は
30
年
12
月
に
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
を
制

定
し
た
が
、
こ
れ
を
受
け
、
本
市

に
お
い
て
も
条
例
制
定
の
検
討
を

行
う
価
値
が
あ
る
と
思
う
が
、
市

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

生
活
環
境
部
長
　
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
関
係
団
体
と
内
容
や

有
効
性
に
関
す
る
検
証
を
行
う
な

ど
、
必
要
な
対
応
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

福
田

千
夏

議
員（
公
明
）　
市
で

は
、
兄
弟
姉
妹
が
同
じ
保
育
所
に

通
え
る
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
24

時
間
開
園
す
る
夜
間
保
育
に
対
す

る
市
の
見
解
も
聞
き
た
い
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
対
策
に
つ
い

西
宮

幸
一

議
員（
市
フ
ォ
）　
新
た

に
策
定
さ
れ
た
立
地
適
正
化
計
画

で
は
、
都
市
機
能
誘
導
区
域
と
し

て
多
磨
駅
周
辺
地
区
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
は
駅
周
辺

の
都
市
機
能
充
実
に
向
け
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
考
え
か
。

都
市
整
備
部
長
　
多
磨
駅
周
辺
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
必

要
な
都
市
機
能
等
が
求
め
ら
れ
る

重
要
な
拠
点
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
た
め
、
道
路
等
の
整
備
や
大

型
商
業
施
設
の
立
地
に
合
わ
せ
た

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
長
期
的
な
視

点
で
持
続
可
能
な
都
市
経
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

赤
野

秀
二

議
員（
共
産
）　
本
市

の
耐
震
化
率
は
、
平
成
29
年
度
の

推
計
値
で
91
・
９
％
と
聞
く
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
市
耐
震
改
修

促
進
計
画
で
は
、
32（
２
０
２
０
）

年
末
ま
で
に
耐
震
化
率
を
95
％
に

す
る
目
標
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
達
成
さ
せ
る
考
え
か
。

都
市
整
備
部
長
　
耐
震
化
に
関
す

る
緊
急
的
な
取
組
方
針
を
定
め
た

市
住
宅
耐
震
化
緊
急
促
進
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
32
（
２

０
２
０
）
年
度
ま
で
に
旧
耐
震
基

準
の
木
造
住
宅
約
１
万
戸
全
て
を

訪
問
す
る
計
画
と
し
、
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
も
含
め
た
対
応
を
考
え
て

い
る
。

議
員
　
改
修
工
事
費
用
が
予
想
以

上
に
か
か
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る

て
は
、
利
用
調
整
の
際
に
加
点
し

て
い
る
も
の
の
、
就
労
時
間
が
短

い
方
は
、
加
点
を
行
っ
て
も
点
数

的
に
及
ば
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

場
所
が
別
々
と
な
る
状
況
が
あ
る
。

　
24
時
間
開
園
し
て
い
る
施
設
は

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
延
長
保
育
の

拡
充
等
を
図
っ
て
お
り
、

今
後
も
保
育
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
、
国
等
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

議
員
　
別
々
の
保
育
所
と

な
っ
た
場
合
、
そ
の
後
の

対
応
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
対
応

に
つ
い
て
は
、
転
所
の
申

込
み
を
し
て
い
た
だ
き
、

定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば
、

再
度
利
用
調
整
を
行
っ
て

議
員
　
大
型
商
業
施
設
の
開
業
に

合
わ
せ
た
集
客
力
確
保
の
観
点
か

ら
も
、
多
磨
駅
周
辺
地
区
の
バ
ス

路
線
の
利

便
性
向
上

は
欠
か
せ

な
い
と
思

う
が
、
バ

ス
路
線
の

整
備
に
関

す
る
今
後

の
方
針
に

つ
い
て
聞

き
た
い
。

都
市
整
備

部
長
　
同

中
、
減
災
の
取
組
と
し
て
、
通
電

火
災
を
防
ぐ
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

対
策
は
、
費
用
対
効
果
の
面
で
も

地
区
は
多
磨
駅
を
中
心
に
府
中
駅

等
へ
つ
な
が
る
路
線
が
多
く
、
公

共
交
通
の
要
衝
地
と
認
識
し
て
お

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
利
便
性
の

高
い
利
用
環
境
を
維
持
し
て
い
き

た
い
。

他�

生
活
道
路
で
の
交
通
安
全
確
保
に
つ

い
て

優
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
補
助
制

度
を
新
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

行
政
管
理
部
長
　
補
助
制
度
に
つ

い
て
は
、
都
市
区
長
会
を
通
じ
全

国
市
長
会
へ
創
設
等
の
要
望
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
他
市
の
状
況
を

調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

他�

国
民
健
康
保
険
税
が
高
す
ぎ
て
払
え

な
い
加
入
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

杉
村

康
之

議
員（
自
由
）　
平
成

30
年
第
４
回
定
例
会
で
、
一
般
会

計
か
ら
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
を
減
額
し
、

国
保
税
の
負
担
を
増
や
す
条
例
改

正
が
な
さ
れ
た
。
背
景
に
は
、
20

年
間
で
繰
入
れ
を
ゼ
ロ
に
す
る
考

え
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
中
、
被
保
険
者
へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
例
え
ば
夫
婦
共
働

き
の
４
人
家
族
で
７
０
０
万
円
の

収
入
が
あ
る
世
帯
の
税
額
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

市
民
部
長
　
30
年
度
の
世
帯
課
税

額
は
年
間
44
万
６
２
８
円
で
、
繰

入
れ
を
ゼ
ロ
と
し
た
場
合
は
69
万

５
０
４
０
円
と
想
定
さ
れ
る
。

議
員
　
繰
入
れ
を
ゼ
ロ
と
す
る
な

ら
、
被
保
険
者
の
税
負
担
を
増
や

す
こ
と
と
な
り
、
払
え
な
い
人
の

分
を
払
え
る
人
が
払
う
た
め
、
自

営
業
者
や
個
人
事
業
主
が
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
、
払
え
な
い
人
は
確
実
に
増

え
て
く
る
と
思
う
が
、
未
納
金
に

つ
い
て
最
終
的
に
誰
が
補
う
の
か
。

市
民
部
長
　
都
の
基
金
か
ら
借
り

る
か
、
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
れ
で
市
が
負
担
す
る
こ
と
と

な
る
。
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揺れを感知してブレーカーOFF!!揺れを感知してブレーカーOFF!!

い
る
。

　
ま
た
、
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

に
よ
り
、
相
談
者
の
状
況
に
応
じ

て
、
比
較
的
転
所
が
か
な
い
や
す

い
上
の
子
で
の
申
込
み
を
勧
め
る

こ
と
な
ど
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

他�

マ
イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
想

に
つ
い
て

　▲�多磨駅周辺


